
油井小中学校は，現在，  小規模校！ 
 

 

 

 

 

 

 学校の存続問題  
休校・閉校の日はそう遠くない･･･ 

 

「油井校の明日を考える会」（学校主催） 

令和４年 12月 15 日 

＜校区の方々の思い＞ 

・ 校区から学校がなくなるのは，寂しい・・・ 

・ 地域の活気の拠り所がなくなる・・・ 

昭和 35年度の 277人を最高に減少傾向が続き，令和に入ると

一桁に突入！令和５年度は，最少の６人でした。 

 

Ｒ７ １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 

小 ― ２ １ １ １ １ ６人 

中 ２ １ ―    ３人 

 

 

 

県指定無形民俗文化財 

「油井の豊年踊り」（旧暦 8/15） 

 

 各集落の豊年祭にも油井っ子が

島唄・三味線の余興を披露して，豊年

祭や敬老を祝っています。 

 

・ 当然，複式学級！ 

・ １ 学年 １ 人の学年が５学年 

・ ガイド学習も難しい状況 

・ １人の違いが職員定数に直接つな

がってしまう。 

考えてみるとこんな営みが  ずと･･･ 
【夏場の熱中症対策】 

マイバケツ＆マイ冷感タオル＆大きい氷でコロナ渦に

学んだ感染症拡大予防対策も兼ねて･･･ 

これで，15分間の屋外運動を可能に！ 

 

【ドラゴンフルーツ栽培活動：総合的な学習の時間】 

一人一苗以上を担当 

トゲがあるけれど，注意が行き届くのでどうにかＯＫ！ 

 

【隣接校とのオンライン授業：複式解消的学習】 

３校集合学習で培った関係性 

篠川小・嘉鉄小の児童同士，職員同士が協働で！ 

 

【中学生が小学生の活動を支える】 

本校の併設校の歴史は健在！ 

小学１年生にも理解できる伝え方や

指南役に中学生は徹して・・・ 

小学生の活躍の場が広がる！ 

 

大きめの学校を基準に考える

と･･･だが，極小規模校だから･･･

と考えてみたらいかがでしょう？ 

➊ ❷ 

※ 横軸は，年数間隔が異なることに留意 


